
令和８年度 法人本部 事業計画 

 

定款に定める当法人の目的 

この社会福祉法人（以下「法人」という。）は、多様な福祉サービスがその利用者の意向を 

尊重して総合的に提供されるよう創意工夫することにより、利用者が、個人の尊厳を保持 

しつつ、心身ともに健やかに育成され、又はその有する能力に応じ自立した日常生活を地 

域社会において営むことができるよう支援することを目的として、次の社会福祉事業を行 

う。 

 

法人の理念 清水あすなろ福祉会のめざすもの 

一、すべての子ども、障害のある人、高齢者が健康で文化的な生活がおくれるよう、地域の人々

と力を合わせて、地域福祉の充実と向上に努め、施設として可能な限り必要な支援を行いま

す。 

二、子どもたちが集団の中で、一人ひとりが大切にされ、高齢者や障害のある人も一人の人格と

して尊重される施設運営を目指し、常に努力します。 

三、利用者・職員・地域住民・関係者の協力を基礎に健全な財政の確立に努め、一人ひとりの意

見を大切にする民主的な運営・経営を行います。 

四、公的な責任と共同の力で、だれもが、必要なときにいつでも利用できる福祉施設の実現を目

指し、広範な人々と協力します。 

 

役員構成及び日程について 

理事会・評議員会の構成について 

今期は理事任期２年の中間年に当たるため改選はありません。ただ定款で定める理事定数１

０名～１５名に対し１１名と下限に近い状態でありますから、諸般の事情により退任理事が出

た場合は下限ぎりぎりとなりますので注意しなければなりません。来年の理事改選に向けて数

名の理事の増員に向けての備えを今期の中で進めたいと考えます。評議員も理事定数を１名上

回るぎりぎりの構成ですので、来年度理事増員となれば当然評議員の増員も図らなければなり

ませんから評議員候補の選任にむけて準備を進めます 

 

理事会・評議員会の開催について 

２０２５年度を踏襲した開催で計画します。詳細は別紙年間日程予定によりますが開催月は

４月・６月・９月・１１月・２月・３月とします。 

評議員会は例年通り６月開催とし、昨年同様１１月に理事・評議員合同での協議会を開催し

ます。 

 

法人事務局体制について 

  当面現状の３名体制で進めます。 



 

理事会の具体的取組課題 

 情報発信について 

法人便りも発行から１０年以上経過して、定着したというのかマンネリ化したというのか、

役割を含めて改めて評価をする必要を感じます。理事会としての情報発信の中心に位置づけら

れてきた法人便りですが、各施設が発行する施設ニュースとの重なりや福祉情報の発信など、

改めて必要性や取り上げる内容などについての再評価を行います。 

 

危機管理委員会の活動について 

ハラスメントは許しません！！は２０２４年１月より制度の運用が始まり２年を経過しまし

た。この間「目安箱」に投函された書状は一通もありませんでした。 

ハラスメントの申し出が一件もなかったことで良しとするのではなく、ハラスメント対策が

法律により各事業者に義務付けられた「立法根拠」を知り、あすなろ福祉会三施設で働く職員

の理解度を深め、共有化を図る場として今年度「研修会」を開催します。具体的には危機管理

委員会からの提案によりますが外部講師を交え三施設合同でおこないます。 

災害対策も当委員会の重要な取組課題です。 

異常気象や東南海地震の発生確率が格段に高くなる中で、施設中心に取り組まれている防災、

避難経過鵜の点検や見直しについて施設と協力して推し進めます。 

持続的経営の維持という観点から各施設の大型設備機器や建築物などについての定期修理や

部品交換、補修などについて一覧でわかる施設台帳の整備について施設と検討する必要性を感

じていますので施設管理者と相談して対応を検討します。 

 

職員研修について 

新入職員研修は引き続き行います。 

現在各施設は自立してそれぞれ持続可能な施設運営を行っています。しかし風の子保育園開

園に至る過程を含め、初期においては広範な市民運動に支えられ先人の苦労と努力によって今

日に至る基礎を築いて来ました。そうした先人の苦労を紹介する法人の歴史は重要事項として

今後も新人研修として重視していきます。 

また、近年社会福祉事業を謳いながら障がい者や幼児、老人福祉を食い物にする営利主義の

施設経営がたびたびニュースとしても大きく取り上げられてきています。こうした施設と社会

福祉法人としてのあすなろ福祉会との姿勢の違いを明確にし、あすなろ福祉会職員としての自

覚と誇りを持ってもらえるような内容を目指します。 

 

法人設立５０周年記念について 

 ５０周年を何らかの形で祝うことは決定していますが内容はまだ決まっていません。 

事務局会議で検討を深めることになっていますので８年度前半で概ねの開催要領を理事 

会に提案出来るように討議を進めます 

 


